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桜
井
雅
人
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

公
立
小
中
学
校
の
学
級
編
制

に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
４
月

の
法
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
教

育
委
員
会
が
都
道
府
県
教
育
委

員
会
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
が

必
要
な
仕
組
み
か
ら
、
事
後
届

け
出
制
に
改
ま
っ
た
。

　

こ
の
法
改
正
を
受
け
、
市
独

自
の
学
級
編
制
を
行
う
考
え
は

あ
る
か
。

学
級
編
制 

市
の
考
え
は

少
人
数
学
級
の
推
進
に
努
め
て
い
く

少人数学級

答
　

こ
の
改
正
は
少
人
数
学
級

の
推
進
と
そ
れ
に
伴
う
市
の
主

体
的
な
取
り
組
み
を
促
進
さ
せ

る
こ
と
に
主
た
る
狙
い
が
あ
る
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
状
況
把
握

に
、
よ
り
一
層
努
め
る
と
共
に
、

学
校
の
要
望
に
も
考
慮
し
た
少

人
数
学
級
の
推
進
が
図
れ
る
よ

う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

湯
浅
止
子
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
の

武
道
教
育
が
必
修
と
な
る
が
、

こ
れ
ま
で
、
授
業
や
部
活
動
で

事
故
が
起
き
た
例
も
多
い
と
聞

く
。
子
ど
も
の
大
切
な
命
を
守

る
た
め
、
事
故
防
止
に
努
め
る

必
要
が
あ
る
。
本
市
に
お
け
る

過
去
の
事
故
発
生
状
況
と
指
導

者
の
研
修
に
つ
い
て
問
う
。

答
　

本
市
の
公
立
中
学
校
で
の

授
業
や
部
活
動
で
の
事
故
防
止 

ど
う
図
る

保
健
体
育
の
教
諭
全
員
に
講
習
会
を
実
施

中学校の武道教育

武
道
指
導
中
の
事
故
発
生
件
数

は
、
過
去
５
年
間
の
平
均
で
、

柔
道
約
33
件
、
剣
道
約
24
件
で

あ
る
が
重
大
事
故
の
発
生
は
な

い
。
今
後
は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
が
出
し
て
い
る

留
意
点
を
踏
ま
え
、
事
故
防
止

対
策
の
徹
底
を
図
る
と
共
に
、

23
年
度
か
ら
２
年
計
画
で
、

中
学
校
の
保
健
体
育
科
教
諭
全

員
に
武
道
講
習
会
を
実
施
す
る
。

か
つ
ま
た
竜
大
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

市
立
幼
稚
園
の
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
保
護
者
は
大
変

心
配
し
て
い
る
。
特
に
、
南
部

地
域
の
南
行
徳
、
新
浜
、
塩
焼

の
３
市
立
幼
稚
園
は
、
い
ず
れ

も
就
園
率
が
80
％
を
越
え
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、

基
幹
園
の
南
行
徳
幼
稚
園
以
外

の
２
園
の
廃
園
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か

今
後
の
方
向
性 

ど
う
進
め
る

廃
園
検
討
す
る
段
階
ま
で
時
間
要
す
る

南部地域の市立幼稚園

と
の
声
が
あ
る
。
市
と
し
て
、

今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
　

基
幹
園
以
外
の
園
に
つ
い

て
、
す
ぐ
に
廃
園
を
検
討
す
る

段
階
に
は
な
い
。
特
に
南
部
地

域
は
、
私
立
幼
稚
園
が
塩
浜
、

東
浜
、
和
光
の
３
園
し
か
な
く
、

市
立
幼
稚
園
の
就
園
率
も
高
く
、

園
児
数
も
多
い
た
め
、
検
討
に

至
る
ま
で
に
は
、
か
な
り
の
時

間
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。

浅
野
さ
ち
議
員
（
公
明
党
）

　

信
篤
地
区
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

が
次
々
と
建
設
さ
れ
、
大
手
ス

ー
パ
ー
の
出
店
計
画
も
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯
が

増
加
し
、
雇
用
機
会
も
増
え
る

な
ど
、
更
な
る
保
育
園
待
機
児

童
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。
同

地
区
に
新
設
保
育
園
の
整
備
計

画
が
あ
る
と
聞
く
が
、
開
園
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

開
園
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

信篤地区新設保育園

答
　

整
備
計
画
と
し
て
、
東
京

メ
ト
ロ
東
西
線
原
木
中
山
駅
か

ら
江
戸
川
方
向
３
０
０
ｍ
に
位

置
す
る
鉄
道
高
架
下
に
、
定
員

90
名
の
認
可
保
育
園
の
新
設
を

予
定
し
て
い
る
。
今
後
、
平
成

23
年
10
月
中
旬
以
降
に
躯
体
工

事
等
を
実
施
し
、
24
年
３
月
中

旬
に
竣
工
す
る
予
定
で
、
開
設

後
は
多
く
の
待
機
児
童
を
解
消

で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

髙
坂
　

進
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
待
機
者
は
現
在
８
７
８
人
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
緊
急
性
の

高
い
人
も
い
る
。
入
所
者
を
決

定
す
る
際
、
緊
急
度
は
考
慮
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
介
護
予

防
の
観
点
か
ら
介
護
保
険
法
改

正
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ほ
と
ん

ど
市
民
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。

入
所
待
機
者
の
緊
急
度
は
ど
う
考
慮

事
情
を
点
数
化
し
て
優
先
順
位
を
決
定

特別養護老人ホーム

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　

入
所
の
必
要
性
が
高
い
人

を
優
先
す
る
よ
う
努
め
る
べ
く
、

県
の
指
針
や
各
施
設
の
入
所
評

価
基
準
を
基
に
、
本
人
の
要
介

護
度
や
家
族
状
況
等
を
点
数
化

し
て
優
先
順
位
を
決
め
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
正
し

く
認
知
さ
れ
る
よ
う
今
後
も
周

知
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

増
田
好
秀
議
員
（
み
ん
な
の
党
）

　

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ

ポ
ー
ト
事
業
は
、
学
校
教
育
に

活
用
す
る
こ
と
で
安
心
し
て
勉

強
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
る
。
今
後
ど

う
対
応
す
る
の
か
。
一
方
、
学

校
教
育
で
は
、
ど
の
よ
う
な
活

動
に
つ
い
て
地
域
住
民
の
協
力
、

支
援
を
得
て
い
る
の
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
の
活
用
を

学
校
内
外
で
の
支
援
充
実
を
目
指
す

地域社会による学校教育支援

答
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
つ
い
て
は
、
学
校
内
外

で
の
教
育
支
援
や
地
域
社
会
づ

く
り
の
充
実
を
目
指
し
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
等
の
仕

組
み
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
地
域
に
よ
る
教
育
支
援

に
つ
い
て
は
、
体
験
的
な
学
習

や
登
下
校
時
の
安
全
指
導
等
の

面
で
、
各
学
校
が
必
要
に
応
じ

計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

か
い
づ
　

勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

失
語
症
は
、
脳
梗
塞
等
の
脳

血
管
障
害
な
ど
の
後
遺
症
と
し

て
起
こ
る
言
葉
の
障
害
で
あ
る
。

　

失
語
症
の
方
は
社
会
参
加
が

む
ず
か
し
く
、
失
語
症
会
話
パ

ー
ト
ナ
ー
は
、
会
話
の
手
助
け

を
す
る
一
つ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

と
考
え
る
。
約
15
年
間
一
般
の

方
が
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
も
パ
ー
ト
ナ
ー

社
会
参
加
の
た
め
制
度
導
入
で
き
な
い
か

効
果
あ
る
支
援
と
考
え 

今
後
検
討

失語症会話パートナー制度

制
度
の
導
入
を
推
進
す
べ
き
で

あ
る
。
考
え
を
問
う
。

答
　

失
語
症
会
話
パ
ー
ト
ナ
ー

の
派
遣
は
、
失
語
症
の
方
の
社

会
参
加
の
促
進
等
に
つ
な
が
る

手
段
で
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
制

度
は
、
効
果
が
あ
る
支
援
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
制
度
の

構
築
に
向
け
、
失
語
症
の
方
や

そ
の
家
族
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

平
成
24 
年
３
月
中
旬
に
竣
工
予
定

中
央
図
書
館
の
戦
争
と
平
和
コ
ー
ナ
ー

守
屋
貴
子
議
員
（
民
主
・
連
合
）

　

本
市
の
第
３
子
保
育
料
無
料

化
制
度
は
国
に
先
駆
け
平
成
18

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
少
子
化

や
子
育
て
支
援
対
策
事
業
と
し

て
一
定
の
成
果
を
得
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
今
回
、
こ
の
制

度
を
見
直
す
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
き
た
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
問
う
。

今
後
の
方
向
性 

ど
う
考
え
る

制
度
は
継
続
し
て
い
き
た
い

第３子保育料無料化制度

答
　

こ
の
制
度
は
開
始
か
ら
４

年
間
で
対
象
者
が
倍
増
し
、
市

の
負
担
額
が
増
え
た
た
め
、
持

続
可
能
な
制
度
で
あ
る
か
検
討

し
て
き
た
。
今
回
見
直
し
を
行

っ
た
結
果
、
控
除
額
の
上
限
を

設
定
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
３

年
間
で
段
階
的
に
引
き
下
げ
る

緩
和
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
、

今
後
も
、
こ
の
本
市
の
制
度
は

継
続
し
て
い
き
た
い
。

寒
川
一
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

中
央
図
書
館
で
は
、
戦
争
・
平

和
関
連
資
料
を
収
集
し
た
コ
ー

ナ
ー
を
常
設
し
て
い
る
。
そ
れ

を
利
用
し
、
若
い
世
代
に
戦
争

の
悲
惨
さ
を
伝
え
る
た
め
、
夏

休
み
中
の
終
戦
記
念
日
に
「
戦

争
文
庫
」
と
題
し
て
際
立
た
せ

る
な
ど
、
同
関
連
図
書
の
利
用

を
促
進
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

行
徳
図
書
館
で
も
同
様
の
取
り

組
み
が
で
き
な
い
か
。

答
　

平
成
22
年
８
月
に
は
、
戦

後
65
年
に
関
連
し
、
常
設
と
は

別
に
展
示
を
企
画
し
、
例
年
よ

り
多
い
貸
し
出
し
冊
数
と
な
っ

た
。
今
後
も
工
夫
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
行
徳
図
書

館
で
も
、
年
間
計
画
で
８
月
に

戦
争
と
平
和
関
連
の
展
示
を
組

み
込
み
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

戦 争 文 庫
行徳図書館に戦争平和資料の展示を

８月に実施し 悲惨さ伝えたい

教 育

福 祉


